
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 (学)ﾊﾟｿｺﾝ基礎講座 単位数 １単位 年次 １～４年次 

使用教科書 なし（学校設定科目） 

副教材等 自主作成プリント 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

コンピュータに慣れていない生徒、触れた経験の少ない生徒向けの授業です。本校では 3年生で本

格的な情報の授業が開講されていますのでその準備のための授業です。 

コンピュータの起動方法やシャットダウンの方法、ファイル操作、アプリケーションソフトの起動

方法など本当に基礎的なところから学んでいきます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・コンピュータやデータの活用について理解し，技能を身につけている。 

・問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。 

・主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し改善しようとしている。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

コンピュータおよびワープ

ロソフトの使用法の習得を

目標に取り組む。 

ローマ字入力の練習、ワー

ドでの長文入力を目標に取

り組む。 

エクセルの基礎知識の習

得、パワーポイントの基礎

知識の習得。 

オリジナルの文書の作成を目

標に取り組む。 

図形や画像の挿入やワードア

ートなどを取り入れた文書の

作成に取り組む。 

 

コンピュータに不慣れな生徒

でも粘り強く入力作業に取り

組む。 

コンピュータを道具として活

用することで表現の幅が広が

ることを知る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

の

基

礎 

コンピュータおよびワー

プロソフトの使用法の習

得 

ローマ字入力の練習 

a:コンピュータの基本的な使い

方を理解している。入力方法を理

解している。 

b: 

c:粘り強く取り組むことができ

る。 

 

 

授業中

の取り

組む姿

勢 

 Word入

力した

成果物 

タ
イ
ピ
ン
グ
の
基
礎 

ローマ字入力の練習 

ワードで旅行記等のオリ

ジナルの文書作成に取り

組む 

a:正確に文字入力ができる。 

b:自らオリジナルの文書を作成

することができる。 

c: 

 

 

授 業 中

の 取 り

組 む 姿

勢 

Word入

力した

成果物 

 

前
期 

ワ
ー
ド
の
基
礎 

ワードでの長文入力に取

り組む 

a:早く正確に文字入力ができる。 

b: 

c:粘り強く取り組むことができ

る。 

 

 

授業中

の取り

組む姿

勢 

 Word入

力した

成果物 

エ
ク
セ
ル
の
基
礎 

エクセルの基礎を学ぶ 

エクセルの表作成、グラ

フ作成等を学ぶ 

 

a:四則演算をエクセルで計算す

ることができる。簡単な関数で計

算することができる。グラフを作

成することができる。 

b:小遣い帳を作るための関数を

考えて使うことができる。 

c:小遣い帳をつくってみる。 

 

 

授 業 中

の 取 り

組 む 姿

勢 

Excel の

成果物 

Excel の

成果物 

後
期 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎 

パワーポイントの基礎に

ついて学ぶ 

 

a:パワーポイントの基本的な操

作ができる。 

b:課題のためにインターネット

等を活用して調べ、パワーポイン

トの課題を作成する。 

c:自分の好きなものについてス

ライドを作成する。 

授 業 中

の 取 り

組 む 姿

勢 

スライド

資料の成

果物 

スライド

資料の成

果物 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


